
　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

横

山

容

子

選

日
の
匂
ひ
芝
生
の
匂
ひ
冬
日
和　
　
　
　

坂
田
恭
子

時
を
打
つ
鐘
お
ん
お
ん
と
冬
の
晴　
　
　

西
村
郁
子

回
廊
に
話
は
ず
み
て
日
向
ぼ
こ　
　
　
　

藤
本
満
恵

寺
巡
り
心
せ
か
さ
る
師
走
か
な　
　
　
　

星
加　

楓

歳さ
い
ば
ん晩

の
雲
を
留
め
ず
大お
お
い
ち
ょ
う

銀
杏　
　
　
　
　

大
森
妙
子

思
は
ざ
る
雪
に
車
列
の
紛
れ
ゆ
く　
　
　

尾
崎
康
博

寒か
ん
ば
れ晴
や
皇
帝
ダ
リ
ヤ
威
を
誇
る　
　
　

藤
田
ウ
メ
ノ

賴
も
し
き
孫
ら
揃
ひ
て
餅
を
搗つ

く　
　

高
橋
ト
シ
子

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

金

子

一

孝

選

招
か
ざ
る
冬
将
軍
に
大
慌
て　
　
　
　

藤
田
ウ
メ
ノ

孫
離
れ
覚
悟
し
て
て
も
寂
し
い
ね　
　
　

神
尾

子

の
ど
自
慢
う
れ
し
涙
は
鐘
三
つ　
　
　

木
原
恵
美
子

風
呂
へ
行
く
目
安
は
父
の
伸
び
た
髭　
　

藤
原　

博

孫
た
ち
に
ハ
グ
さ
れ
病
気
忘
れ
た
わ　
　

菅　

鈴
子

突
然
の
冬
将
軍
に
早
寝
す
る　
　
　
　
　

三
谷
福
美

季
語
さ
げ
て
出
直
し
て
来
た
青
二
才　
　

真
鍋
正
利

晴
れ
の
日
の
明
日
は
天
皇
誕
生
日　
　
　

三
好
清
信

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　
　
田

坂

　

幸

　
選   

葱
五
銭
驚
く
ほ
ど
に
安
産
と
わ
が
生
れ
日
を
記
す
家

計
簿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
本
郁
子

丘
の
上
の
墓
地
に
積
み
置
く
樒
し
き
び
な
ど
今
日
は
焚た

く
日

か
煙
り
て
匂
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

余
吾
秀
利

幾
条
も
曲
り
て
夜
の
街
を
行
く
救
急
車
の
灯
は
赤
く

尾
を
曳
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
鍋
正
利

愛
媛
に
て
十
名
と
聞
く
歯
つ
ら
つ

0

0

0

0

に
選
ば
れ
し
こ
と

父
母
に
感
謝
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
﨑
多
恵
子

若
き
日
の
わ
れ
見
る
ご
と
く
薄
暗
き
門
を
出
で
ゆ
く

娘
を
送
り
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

昇

枝
撓た
わ

み
た
わ
わ
に
生な

れ
る
渋
柿
の
熟
す
旨
味
を
は
や

鳥
は
知
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
山
荘
一
郎

寝
返
り
て
灯
り
を
消
せ
ば
月
青
く
網
戸
に
映
る
風
鈴

の
影　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
広
司

朝
毎
に
お
茶
供
へ
つ
つ
名
を
呼
び
ぬ
娘
を
失
ひ
て
わ

れ
は
生
き
つ
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
好
清
信

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
　
作
品
募
集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書
等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）
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▲アンナ・タテサル

（ALT：外国語指導助手）

　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは！　イギリスから来た新しいALTです。アン

　　　　　　　　　　　　　　　　ナと申します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　昨年８月西条に引っ越してから「西条は田舎でしょう」

　　　　　　　　　　　　　　　　ということをよく言われて、驚きました！　それに対して

言いたいことが２つあります。１つ目は、田舎で、なぜ悪いのですか？　田舎といえば美しい

景色がたくさんあり、悪くないことです。２つ目は、西条は田舎ではないと思います。特に人

口を見たら、田舎の分野には入りません。私の出身地は120人の村です。絶対に田舎です！

　西条は電車で他の所と繋がっているし、いろいろなお店がたくさんあります。私の村は、隣

の家の居間が小さい郵便局でした。西条にはホテルやレストラン、カフェ、カラオケなどがあ

りますので、田舎的ではありませんが、田舎にふさわしい美しい景色があります。海と山の間

の町として、プロカメラマンでも風景にあきることはないでしょう。石鎚山をはじめ、山々を

回るハイキングで自然を満喫できます。また、うちぬきや西条祭りのような伝統的なものが今

なお残っています。

　はじめから、西条の印象は非常にポジティブです。「西条は田舎」と思うのをやめてくださ

い！　田舎でも都会でもありませんがとても素敵な所です。

　私は２年間西条に住んで働く予定です。とても楽しみです。これからどうぞよろしくお願い

します。

田舎でも都会でもない西条


